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である.ここでP(sl圧 ,…,tn)は sl(-±1)の後に,部分列 (t1,...A,tn)が発生する条件付き確
率である.規格化条件からa+b-1,C-fE(i/))-1である(EはRiemannのゼータ関数).直観
的には,観測された記号列の中に-1,…,-1という部分列が繰 り返し不規則に出現する現象と
言える.このモデルは,その単純さにもかかわらずIntermittencyのユニバーサルな性質を全て
再現できる.
確率過恵に統計力学を持ち込むための最初のステップは,時間軸を1次元空間に読みかえ(こ
の系は離散時間系であるので当然1次元格子と見なす)格子気体 と対応付けることである
(Takahashi(1984)).状態 1は粒子占有状態に,状態 -1は空状態に対応する.そのとき,距
離jだけ離れている最近接粒子間の相互作用エネルギーは
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